
【従来のリフォームローンに比べ返済期間及び融資額を拡大した

リノベーションローン】

リノベーション住宅の普及促進のための
市場環境整備事業

山形市への移住促進と空き家対策を目的とし、新築に比べ比較的安価で、かつ、個々人のライフスタイルに柔軟に
対応可能なリノベーション住宅の普及促進を目指す。

リノベーション住宅の良質性に着目した建物の評価の仕組みを構築し、これに基づき構成団体である荘内銀行及び
山形銀行が既存のリフォームローンよりも返済期間及び融資額を拡大したリノベーション住宅向けの融資商品の開発
を検討する。さらに、荘内銀行はノンリコースローン、リバースモーゲージ等の新たな融資商品・資金調達手段の検討
を行う。

事業主体：山形リノベーションまちづくり推進協議会

構成員：山形リノベーションまちづくり推進協議会（代表者）、
（株）荘内銀行、 （株）山形銀行、東北芸術工科大学、（株）マ
ルアール、（社）山形県宅地建物取引業協会、山形市

１．住宅性能の向上・維持保全に資する取組 ３．金融面（金融商品・資金調達支援）の取組
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２．住宅性能を適正な価格評価につなげる仕組み

リノベーション実施後の建物自体の価値の上昇及び将来の使用価値
の評価を行うため、以下の仕組みの構築について検討を行う。

 リノベーションした住宅の販売・転貸の可能性を評価するためスコ
アリングシートの作成。

 将来のキャッシュフローを予測し、DCF手法により現在価値を計算。

【リノベーションによる住宅性能の向上】
現在の住まい手のライフスタイルに合わせて、間取りから内装や設

備までを刷新、必要に応じて構造体などのインフラ部分も修繕し、バ
リューアップするリノベーションを行うことによって、住宅性能を向上さ
せ、将来の使用価値の上昇を図る。

【リノベーション住宅の規格の構築】
住宅の検査を行ったうえで、必要なリノベーションを行い、改修した

記録を住宅履歴情報として保存するといった、リノベーション住宅施
工の一連の流れを統一規格として定めることを検討する。

【適切な維持保全に関する取組】
リノベーション住宅の将来の使用価値に着目した建物の評価に基

づいた金融商品の開発には、適切な建物の維持管理が前提となるた
め、定期的なインスペクションの実施、その結果に基づく修繕及びそ
の頻度等について検討を行う。

⑤与信判断

リノベーション事業者住宅所有者又は購入希望者
①金融機関への情報提示依頼

・設計会社
・宅建業者
・大学

金融機関

②金融機関から
求められた情報提示

③情報提供・評価依頼

④定性的・定量的な評価

⑥融資可能枠及び
返済期間を拡大した
リノベーションローン

リノベーション事業者住宅所有者又は購入希望者

①金融機関への
情報提示依頼

・設計会社
・宅建業者
・大学

金融機関

②金融機関から
求められた情報提示

③情報提供・評価依頼

④定性的・定量的な評価⑤与信判断

⑥賃料債権担保による
ノンリコースローンや
リバースモーゲージ

賃貸
希望者

賃料
債権

①金融機関への
情報提示依頼

・設計会社
・宅建業者
・大学

金融機関

②金融機関から
求められた情報提示

③情報提供・評価依頼

④定性的・定量的な評価⑤与信判断

直接
支払い

売買契約
売掛債権発生

【賃料債権担保によるノンリコースローン・リバースモーゲージ】

購入
希望者

住宅所有者又は
買取再販事業者

リノベーション事業者

SPC等
⑥ローン

売掛
債権

譲受代金支払い

【買取再販事業者の新たな資金調達手段としての売掛債権流動化】


	07_事業概要_201702

